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無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

【参考】3/18東北東京間連系線の潮流状況
◼ 3/18の東北東京間連系線の潮流状況としては、17時までは、主に、東京→東北向きの連系
線ΔP0※が発生しており、東京エリアからの送電量は約650万kWhであった。

◼ 他方で、17時以降は東北→東京向きの連系線ΔP0※が発生しており、東京エリアの受電量は
約500万kWhであった。 ※連系線ΔP0：連系線の計画潮流P0(広域機関からの需給ひっ迫融通指示を含む)からの偏差分

東
北←

東
京

東
北→

東
京

17時までのΔP0※:▲648万kWh(東北向け)

17時以降のΔP0※:＋500万kWh(東京向け)
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3/22需給見通しの変化
◼ 3/22の天候の予測の変化に応じて需給バランスを策定し、必要な対策を講じて必要予備率を
確保。3/20に電源トラブルが発生し、発動可能な全て追加供給力対策等の実施を判断。

週間バランス
想定 3/18想定 3/19想定 3/20想定 3/21想定 3/22

当日想定想定タイミング 3/16 16時 16時 19時 14時 9時 16時
最高気温 [℃] 10.6 9.3 9.4 3.8 3.9 3.8 3.5
最低気温 [℃] 4.8 6.5 6.7 3.1 3.9 2.0 3.5
日射量 4～5割程度 1～2割程度 2割程度 1~2割程度 1~2割程度 1~2割程度 1~2割程度

想定需要※1

[万kW] 4,087 4,208 4,300 4,694 4734 4,840 4,848

予備率※1

[%] 11.5 7.5 7.4 2.2
※電源トラブル有 1.7 ▲7.8※2

（2.5） ▲8.5※2

追
加
需
給
対
策

[万
kW

]

追加供給力
対策量 417 417 417 539 539 539 539

追加供給力
対策内容 -

作業中止 同左 左記に加え、
火力OP
電源Ⅰ´
電源Ⅲ焚増
自家発焚増
供給電圧調整

同左 同左 同左

節電お願い - - - 相談のみ 相談のみ 500 500
計画停電 - - - - - - -

※1 最大需要発生時の想定需要、及び予備率
※2 節電効果500万kW未反映の予備率
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3/22需給状況
◼ 発動可能な全ての追加供給力対策を実施してもなお、揚発の貯水量（kWh）が枯渇する
見通しとなったことから、大規模停電を回避するため、節電のご協力のお願いした。

※追加供給力対策を含む

※
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3/22～23節電のお願い対応
◼プレスリリース・記者ブリーフィング、Twitter、LINE(voom投稿・push配信)、HP掲載、メール
送信などにより、事業者のみなさま、需要家のみなさまへ継続的に節電のご協力をお願い。

◼22日は、「節電」に関するニュースを、TVと配信で延219回、Yahoo!NEWSで延159回の報
道をしていただいた。
日 時間 情報発信手段 内容

20日(日) 20時頃 Twitter・HP 週明け22日の電力需給が厳しくなる可能性のお知らせと「効率的な電気のご使用
への協力」を呼びかけ

21日(祝)

9時頃 LINE・HP 「効率的な電気のご使用のお願い」
19:20 プレスリリース・Twitter 「3月22日の電力の需給状況と節電へのご協力のお願いについて」
21時頃 LINE・HP 「節電のご協力のお願い」

23:40～00:42 当社記者ブリーフィング 「3月22日の電力の需給状況と節電へのご協力のお願いについて」
※資源エネルギー庁記者ブリーフィング(20:30～)終了後開催

22日(火)

8:30 Twitter 毎時間コンテンツ「電力需要実績」「揚水式水力発電所の発電可能容量
（kWh）残量」の投稿を開始

9時頃 メール(全小売電気事業者)
・HP・スイッチング掲示板 電力の需給状況と節電へのご協力のお願い

11:40～13:07 資源エネルギー庁・当社
合同記者ブリーフィング

「節電により需要が抑制されているが、目標には達していない」「より一層の節電へ
のご協力のお願い」「現状のままだと、夕方には供給力が不足する」

15:05～16:00 資源エネルギー庁・当社
合同記者ブリーフィング

「節電の協力をいただかないと、停電する」「現時点では、20時には揚水式水力
発電所が停止する」

15時頃 Twitter・LINE
「電力需給が極めて厳しくなっています。このままの状況が続くと、本日の夜20時
以降に揚水式水力発電の運転が停止し、約500万kW（200万～300万軒
規模）の停電が発生するおそれがあります。そのため、更に毎時200万kW程度
の節電が必要であり、もう一段の更なるご協力をお願いいたします。」

20:47～21:50 資源エネルギー庁・当社
合同記者ブリーフィング

「15時以降、多方面から節電のご協力をいただいた」
「本日は需給ひっ迫による停電は発生しない見通しとなった」

20:55 プレスリリース 「本日（3月22日）の節電へのご協力のお礼並びに明日（3月23日）の電力
の需給状況について」21時頃 Twitter・LINE・HP

23:40 プレスリリース 「引き続きの節電のお願いについて」

23日(水)
10:40 プレスリリース 広く社会の皆さまに節電へのご協力に対する御礼を発信

10:40～12:10 資源エネルギー庁・当社
合同記者ブリーフィング

「広く社会の皆さまに節電へのご協力に対する御礼」
「効率的な電気のご使用のお願い」
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3/22 需給ひっ迫時における電力需要実績の分析(1/2)

2022年3月22日 電力需要ロードカーブ（前日想定、実績）

電力想定値（前日18時時点）

電力実績値

経産大臣から
更なる節電のお願い

経産大臣から
節電のお願い

【時間】

◼ 前日（3/21 16時時点）想定値の需要電力と実績需要電力との差分を確認。
• 傾向としては、経産大臣から2度目の要請があった、15時以降に減少量が拡大
• 前日想定との差が最も大きくなった18時における実績は、前日想定値と比較し510万kW
減少。
※前日想定時点の予報気温と実績気温との差分影響等が含まれる

※需要実績値は速報値を記載
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3/22 需給ひっ迫時における電力需要実績の分析(2/2)
◼2022年3月22日と過去気温類似日時のスマートメーター実績（18時時点）を電圧別に比較
・いずれの電圧においても3月22日では減少傾向がみられる。類似日が少ないため実績の積み上げが必要。

【時台】
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でんき予報における使用率について
◼ 3/22のでんき予報の使用率は最大で107%。節電量を見込んだ需要に合わせて揚発の供給力を
算定したことから、使用率が100%超過となった。

◼ 点灯帯で使用予定の揚発の貯水量を、昼間帯に先使いすることにより需給を一致させており、仮に、
そのままの高需要が継続すると、点灯帯に揚発の貯水量が枯渇し、大規模停電のリスクがあった。

当初配分以上の発電量
から、100%超となった

水の先使い継続により点灯帯の揚発の
貯水量がなくなり、大規模停電リスクあり

先使い

＜でんき予報の表示＞

使用率100%超
（電気の使用量>揚発含めた供給力）

:揚発供給力 :揚発除き供給力
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計画停電に係る情報の公表
◼ 需給ひっ迫時の需要側対策としては、「節電のお願い」以外に、「計画停電」があるが、計画停
電の実施は社会的な影響が非常に大きいことから、実施しないことが原則であり、当社としては
、そのような事態に至ることのないよう、引き続き、安定供給の確保に努めていく。

◼ なお、万一の際の備えとして計画停電の考え方について、当社ホームページに公表している。
◼ 計画停電は、原則、すべてのお客さまにお願いするものの、医療機関等の緊急かつ直接的に人
命に関わる施設など技術的に可能な範囲で停電による影響をできる限り緩和（除外箇所を設
定）することとし、そのための操作手順（システム設定）を準備しているところ。

計画停電をお願いする可能性がある時間帯の考え方

計画停電をお願いする場合は、
・原則、各グループ１日につき１回（２時間程度）の計画停電をお願いさせてい
ただきます。
・計画停電の時間帯は、9時30分～20時00分といたします。
※停電時間等が公平になるよう「日替り停電制」（停電時間帯が毎日変わる）
といたします。
※不足が見込まれる電力に応じて、停電開始・終了時間等を変更する場合がご
ざいます。

・第１時間帯 ９時３０分～１２時１０分
・第２時間帯 １１時３０分～１４時１０分
・第３時間帯 １３時３０分～１６時１０分
・第４時間帯 １５時３０分～１８時１０分
・第５時間帯 １７時３０分～２０時００分

以下の各時間帯のうち２時間程度
【停電時間帯】

グループが複数表示された場合

グループを特定

供給地点特定番号より検索

グループを特定

計画停電グループ検索のイメージ
【グループ検索画面イメージ】
◯お客さまがお住まいの各都県から、市町村、町名、丁目の順番に検索いただくと、対象グループが表示
されます。※1
◯検索の結果、複数のグループが表示された場合は、続けて「供給地点特定番号※２」を入力いただくこと
によりグループの特定が可能となります。

※２お客さま供給地点ごとに発行する個別
番号(22桁)

※１特別高圧で電気の供給を受けるお客
さまについては、供給地点特定番号※２
を入力する機能のみ対応
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今回の振り返りと課題

発電事業者

大口需要家

広域機関・
一般送配電

年 月 週
設備投資・休廃止繰延
（電源設備量） 燃料調達 補修計画・調整

当日

省エネ設備への更新 操業計画 操業シフト DR・計画停電への対応

増出力

自家発・蓄電池等設置 燃料確保 運転計画 増出力

需給検証 需給バランス（週間） 需給バランス（翌日）

不確実性の増大
（気象・再エネ・燃料等）３. 供給力不足への対応

2. 需給ひっ迫判断および情報発信の早期化
精度高精度低

1. 東地域の需給運用
どのタイミングでどんな情報を出すべきか※

どの程度の予備力・調整力を確保すべきか

◼ 2021年度冬季（1/6）の需給ひっ迫および3/16地震発生以降の需給ひっ迫については、お
客さまはじめ関係者の皆さまの多大なご協力・ご支援により、停電を生じさせることなく乗りきれ
たことに心より感謝。

◼ 今回、多大なご不便・ご迷惑をおかけしてことを踏まえて、電力需給リスクに関わるこのような事
態を極力回避するため、以下の検討課題を抽出。お客さまのご協力も含めたリスク対応への連
携のあり方や、情報共有の仕組みの改善に向けて関係の皆さまと引き続き検討してまいりたい。

経済見通し・気象条件等 気象予報・インバランス等 気象予報・インバランス等
(BG計画)

※小口需要家・低圧のお客さまを含む
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今回の振り返りと課題（案）
項目 今回の振り返りと課題（案）→引き続き検討してまいりたい

１．
東地域一体での需給運用

•3/16大規模電源脱落時に東地域全体としてUFRなどの緊急対応を実施
⇒東地域全体としての大規模電源脱落時の緊急対応
•3/18や3/22～23の需給ひっ迫時も、東地域全体として需給ひっ迫対応実施
⇒東地域各社双方の需給状況を情報共有する仕組み

２．
需給ひっ迫判断および情報
発信の早期化

•3/18は当日夜に急遽節電をお願い
•3/22は、前日(3/21)夜に節電をお願い
⇒需給ひっ迫レベルの判断方法と迅速な情報発信方法
（供給力不足時のでんき予報での使用率表示方法含む）

３．
供給力不足への対応

•3/16地震発生に伴う電源計画外停止以降、天候の悪化によって需給がひっ
迫する状況が継続

•今夏および今冬の需給見通しにおいて、東京エリアは供給力（kW）不足の
状況
⇒電源入札・追加供給力公募等の早期実施
需給バランス評価の再確認（揚発・蓄電池などの供給力評価含む）

•ウクライナ危機に伴うLNGひっ迫に加えて地震発生により石炭火力の停止が継
続しているため、2020年度冬季のようなLNG不足によるkWh不足による需給
ひっ迫の可能性はないか
⇒kWh公募（必要量・要件等）




